
　 ・革の種類と素材構成・・・革と言ってもその種類や構造は様々です。その特性講習
・パンチング（穴あき）シート施工法・・・パンチングシート施工法とその必要性

　内装リペア セミナー時や開業後の施工 ・縫製部リペアの必要性・・・革は必ず縫製物です。革リペアだけでは品質が劣ります。縫製リペア講習
　　　　特性説明 　に必要な、内装リペアの ・革仕上げ・・・革には艶消し・艶有り・やわらかさなど仕上げに特徴がります。その必要性講習

　　　知識を講習いたします。 ・最高級革施工・・・最高級革（ロールス・ベントレーやエルメス・シャネル）施工の特徴と必要性
・ハンドルやパネル素材・・・それぞれに素材特徴があります。その施工と使い分け
・パーツ取り外し・・・内張りやパネルなど内装パーツは車種ごと外し方があります。車種別外し方法講習

　 ・エアバック法・・・エアバックはハンドル・サイド・シートにも御座います。　エアバッグパーツ施工法
・ベース形成剤・・・シワ・ワレ等をスプレー再生させる溶剤です。　内容成分と耐久性の構造説明
・耐久性試験・・・JIS耐久試験（１ＤＳ当り828kg)の試験内容と開業後のお客様説明法（リペアの信頼性）
・内装クリーニング・・・内装汚れは食物やタバコなど様々な汚れの化学分解するクリーニング法

　１、スレ・ヒビ・シワのリペア方法 　車内装を形成している様々なパーツがあります。
　インテリアリペア 　２、ツートン部マスキング 　革（シート・内張り・ハンドル）　樹脂系（パネル・ダッシュボード・内張り）　
　　　　　セミナー 　３、縫製部リペア 　ウレタン（ハンドル・パネル）など様々な素材で内装は構成させれいます。

　４、革仕上げ６パターン 　その様々な内装リペアと、化学分解による内装クリーニング施工をセミナー致します。
　５、ツートンシート 　
　６、ダッシュボードのリペア 　その施工はJIS（日本工業規格）耐久性合格の施工、特に異物埋めをしないシワ・スレ・ワレ
　７、パール施工 　のリペアは必見です。　また施工された作品（ツートンシート　BMW orセルシオ）はお持ち帰り
　８、調色法 　頂けます。　（リペア箇所のわからない、張りまで戻った、なめらかな仕上りをお手元に！）
　９、革の張り戻し施工 　その後の練習や、ご自身の作品が営業サンプルにご使用できるのも開業には大切です。
１０、内装クリーニング 　

    
　タバコ穴は色柄（４色混合）モケット生地を使用しセミナー致します。

　モケット生地 １．　モケット生地の補修　 　柄が出来ない、色粉を混ぜて埋める方法ではありません。　モケットシートは必ず柄が入っています。
       　セミナー ２．　タバコ穴補修 　柄だけでなく、ストライプなど特殊な柄にも対応したタバコ穴・キズ等補修セミナーです。

３．　クリーニング（化学反応） 　補修箇所が同柄・同硬さ・同触のまったく施工箇所が判らない施工法です。
　また、染み込んだ汚れまでも化学分解するクリーニング法はニオイも同時分解する施工法です。

　　　　　
　　　　　　　　　　

業界唯一のJIS（日本工業規格）耐久性合格の品質は、優位性により顧客の確保と信頼が利益へと直結しております。
１１項目の知識と１３項目の実セミナーの２４項目にも及ぶ、先進の内装リペア技術を身に付けて頂きます。


